
中学１年生女子の方と保護者の方へ                     

令和８年４月 

ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）感染症予防接種のご案内 

～子宮頸がんの予防接種～ 

 
予防接種の受け方 

 

対象者  対象年齢に達した中学１年生女子の方へご案内しています。 

      ※過去に定期接種を完了した方は、接種対象者ではありません。 

   接種する時点で、恵那市に住民票のある方が対象です。 

転居された場合は住民票のある各市町村へお問い合わせください。 

 

期 間   高校１年生相当の年齢（１６歳）になる年度の末日まで（2030年３月 31日まで） 

     （期間を過ぎても接種は可能ですが、有料での接種となりますので、注意してください） 

 
接種場所 指定医療機関 

      予約が必要です。医療機関へ予約をしてください。 

 

令和８年度 指定医療機関一覧 

 
 

持ち物   □予防接種予診票（母子健康手帳を確認し、必要事項を記入してください） 

     □母子健康手帳 

      □本人確認書類（マイナンバーカード等） 

□福祉医療費受給者証 

□内服中の場合は薬の内容がわかるもの 

□医療機関によっては診察券が必要な場合もありますので、予約時にご確認ください 

 

地区 指定医療機関 予約 電話番号 地区 指定医療機関 予約 電話番号

井口ハートクリニック 　　必要 ２５－０８１０ 武並
NexWel恵那地域笑顔
共創クリニック

必要
０５０－３１５５
－５５８５

市立恵那病院
※第３木曜日のみ

　　必要 ２０－１６５７ おおさわ医院 必要 ５４－４９７６

蜂谷医院 　　必要
２６－２３４６
２５－７８３３

尾崎医院 必要 ５４－２１４１

安部医院 　　必要 ２２－９７７７

河上クリニック 　　必要
２５－０５５１
２５－０５５２

中部クリニック 　　必要 ２６－３００１

虹いろ在宅ケアクリニック
※原則かかりつけの方のみ

　　必要 ２２－９２３５

林外科・内科
※個別対応

　　必要 ２６－５１５５

大井

明智

長島

※中津川市内の指定医療機関でも接種可



ワクチンの種類と接種方法 

  

ワクチンの種類 予防できるＨＰＶ型 接種スケジュール 

９価ワクチン 

（シルガード®） 

ＨＰＶ6、11、16、

18、 31、 33、 45、

52、58型 

【15歳の誕生日前日までに１回目の接種を行う場合】 

６か月の間隔をおいて２回接種で完了となる。ただ

し、２回の接種間隔が５か月未満であった場合は、２回

目接種から３ヶ月以上の間隔をおいて３回目を接種す

る。 

【15歳以上で１回目の接種を行う場合】 

 ３回接種で完了となる。２か月の間隔をおいて２回接

種し、１回目の注射から６か月の間隔をおいて３回目を

接種する。 

２価ワクチン及び４価ワクチンでの定期予防接種は令和８年３月 31日で終了となりました。 

 

接種にあたっての注意事項 

 

接種前に、同封してある「小学校６年～高校１年相当の女の子と保護者の方へ大

切なお知らせ」を必ず読み、ＨＰＶワクチンについて理解していただいたうえで、

接種してください。 

➊体調の良い時に受けることが原則です。健康状態に心配がある場合（持病がある・病気の治療中・アナ

フィラキシーをおこしたことがあるなど）は、あらかじめかかりつけ医にご相談ください。 

➋以下の状態の場合には接種を受けることができません。 

◎明らかに発熱（通常 37.5℃以上をいいます）がある場合や、体調が悪い場合 

◎重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな場合 

◎ＨＰＶワクチンの接種液の成分によって、アナフィラキシーを呈したことが明らかな場合 

◎医師が、予防接種を行うことが不適当な状態と判断した場合 

➌１６歳未満の方が接種する場合は、保護者の同意が必要です。 

ＨＰＶワクチン接種については、保護者が予防接種について理解し、納得してお子さんに予防接種を受

けさせることを希望する場合に、ヒトパピローマウイルス感染症予防接種予診票（保護者が同伴しない

場合）に自ら署名することによって、保護者が同伴しなくても 13 歳以上のお子さんは予防接種を受ける

ことができるようになりました。ヒトパピローマウイルス感染症予防接種予診票（保護者が同伴しない

場合）の用紙を利用する場合は、恵那市のホームページからダウンロードしていただくか、恵那市役所

健幸推進課までご連絡ください。 

   

 

恵那市  ＨＰＶ             検索 

お問い合わせ先： 恵那市健幸推進課  電話 0573-26-6823     

20 歳になったら、子宮頸がんを早期発見するため、子宮頸がん検診を定期的に受けるこ

とが重要です。  

ワクチンを接種していても、していなくても、20 歳になったら２年に１回、必ず子宮頸

がん検診を受けてください。 


